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広報おのまちは

iOS用 android用

で配信中！

　前小野町消防団長の渡邊一雄さん（中通）が令
和５年春の叙勲で瑞宝双光章を受章され、伝達
式が役場で行われました。
　渡邊さんは、昭和56年の入団以来、約40年の
長きにわたり、消防団員としてご活躍され、平
成26年４月に消防団長に任命されてからは、若
手団員の指導育成に努められたほか、コロナ禍
の中で消防団独自の防災訓練を実施するなど、
消防力の維持・向上に努められました。
　また令和元年東日本台風をはじめとしたさま
ざまな災害においては、自ら先頭に立って活動
され、町民の安全安心を守るためにご尽力いた
だきました。
　このたびの受章、誠におめでとうございます。

渡邊一雄さん（中通）の功績に栄誉
春の叙勲瑞宝双光章

（左３人目から）渡邊さん、須藤団長、横田副団長、吉田副団長

100歳の誕生日おめでとうございます
　先﨑久さん（仲町）が７月８日、野川キヌさん

（中通）が７月17日にそれぞれめでたく満百歳の
誕生日を迎えました。
　先﨑さんの百歳賀寿などの伝達は、誕生日当
日にご自宅で行われました。長寿の秘訣

けつ

は「よく
体を動かして、好き嫌いなく食べること」とお話
しされていました。
　野川さんの百歳賀寿などの伝達は、７月18日
にグループホームさくらんぼ仲町で行われまし
た。長寿の秘訣は「おいしいものをよく食べ、よ
く寝ること」とお話しされていました。
　お二人には、町から賀寿ならびに記念品、県
からは賀寿ならびに木杯、町議会、町社会福祉
協議会からお花のアレンジメントが贈られまし
た。
　いつまでもお幸せに過ごされますよう心から
お祈りします。
　小野町の100歳を超える長寿の方々は、７月末
で12人です。

先﨑久さん（仲町）

野川キヌさん（中通）

明書の更新対象の方には、有効期
限の約３カ月前に地方公共団体情
報システム機構から更新手続きの
通知書が送付されます。
　またマイナンバーカードの発行
日時点で未成年の方については、
マイナンバーカードと電子証明書
の有効期限が同一となるため電子
証明書の更新ができません。新し
いマイナンバーカードの申請を行
いましょう。
※電子証明書の有効期限到達予定

者であっても、有効期限通知書
が送付されないケースもありま
す。
手続きの際の注意点
　更新手続きの際には、マイナン
バーカード、利用者用電子証明書
の暗証番号（数字４桁）および署
名用電子証明書の暗証番号（６か
ら16桁の英数字）が必要となりま
す。事前にご確認の上、窓口にお

電子証明書の更新を忘れずに行いましょう！

越しください。暗証番号が不明な
場合は、暗証番号の再設定手続き
を行います。
※電子証明書の更新手続き後、コ

ンビニ交付などのサービスが利
用できるのは、２営業日後から
となります。

問町民生活課　☎72-6933

　マイナンバーカードに搭載され
ている電子証明書（署名用電子証
明書、利用者証明用電子証明書）
には、それぞれ有効期限がありま
す。
※マイナンバーカードの申請時に

不要と申請した方には搭載され
ていません。

　電子証明書が有効期限を過ぎた
場合には、住民票などのコンビニ
交付や保険証としての利用などが
行えません。電子証明書の更新の
手続きを必ず行ってください。電
子証明書の有効期限が過ぎてし
まった場合には、新しい電子証明
書を発行し、搭載することができ
ます。
有効期限と更新時期
　電子証明書の有効期限はカード
の発行日から５回目の誕生日とな
ります。更新の手続きは有効期限
の３カ月前から行えます。電子証

　放課後児童クラブの子どもたちが流しそう
めんを楽しんでいます。
　夏の風物詩を体験し、子どもたちにとって
夏休みの思い出がまた一つ増えましたね。

今月の表紙 I N D E X
02 INDEX ／マイナンバーカード
03 百歳賀寿／春の叙勲瑞宝双光章
04 まちトピック
06 おのまち認定こども園通信
07 小野小通信／小野中通信
08 小野高通信
09 全国大会出場者へ激励金交付
10 おのまち地域おこし協力隊活動記
1 1 農作業中の熱中症予防
12 新しい農業委員および農地利用最適化推進委員が着任
14 お知らせ／ご寄附
15 お知らせ／介護予防を目指して
16 消費税のインボイス制度／

国税に関するご質問・ご相談
17 個人事業税の納期／町税等の納期／

田村地方基幹相談支援センターだより
18 公立小野町地方綜合病院からのお知らせ／

ふるさと文化の館情報
19 町有地売り払い物件
20 夜間診療所当番医／休日当番医
21 各種健診・教室日程
22 お誕生おめでとう／おくやみ申し上げます／

町の人口・世帯数／国民年金コーナー／
食品放射能測定結果／上水道水質検査結果

23 夏まつり
24 健康まつり
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社会福祉法人 かがやき福祉会
 地域密着型 特別養護老人ホーム  つつじの里
● 介護職員募集のお知らせ ●

（正社員・フルタイム・パート）
詳しい内容はホームページをご覧ください。
ご連絡お待ちいたしております。

〒963-3402
田村郡小野町大字谷津作字高山3-2
TEL：0247-61-5881　　FAX：0247-61-5882

～ 資格等 ～
不問(初任者研修修了
者・ 介護福祉士 尚可）
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クリーンアップ作戦の様子
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矢大臣山を愛する会の皆さん

活動の様子

　今年で第73回を迎える社会を明るくする運動(法務省主
唱)の展開にあたり、田村地区保護司会の佐藤健吉副会長
兼事務局長、郡司茂雄小野支部長、新田俊幸庶務、小野町
更生保護女性会の宗像ミヱ子会長の４人が役場を訪れ、岸
田文雄首相・内堀雅雄知事のメッセージを町長に伝達しま
した。
　社会を明るくする運動はすべての国民が犯罪や非行の防
止と過ちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で
安心な地域社会を築くための全国的な運動です。
　田村地区保護司会では推進委員会を設置し、犯罪や非
行のない地域社会づくりのための広報活動や作文コン
クールなどを例年通り実施する予定です。

社会を明るくする運動
内閣総理大臣・福島県知事メッセージ伝達

（左３人目から）佐藤副会長、郡司支部長、宗像会長、
新田庶務

　小野町自衛隊家族会様から、文化・体育振興基金にご寄付
をいただきました。
　紙上より厚くお礼申し上げます。
　文化・体育振興基金は、小・中・高校生の全国大会出場時
の激励金や表彰、スポーツ少年団への補助や活動費など、町
民の皆さんのさまざまな活動に有効に活用させていただきま
す。　

　たむら愛郷祭（主催：一般社団法人田村青年会議所）が７月16日、多目的
研修集会施設で行われました。
　２回目の開催となる今回は、田村圏にある豊かな食材から作られる「食」
や地域を支えている「職」をテーマに掲げ、子どもたちに食べ物や仕事を通
して地域の魅力を伝えることを目的に行われました。
　会場では地域の飲食店と生産者がオリジナルメニューを提供するブース
やその職業ならではの体験を行う職業体験ブース、各町商工会などによる
地元応援ブースが並び、多くの来場者が買い物、体験を楽しみました。

　名誉町民の小泉武夫先生から寄贈いただいた絵本「菌たろ
う」を町内の幼児教育施設、小野小学校、ふるさと文化の館
に配置しました。
　これは「『食育』に役立ててほしい」、「子どもたちに日本の
素晴らしい食文化と体と心を育む『食べることの意味』を伝え
たい」という小泉先生の思いから寄贈いただいたものです。
　紙上より厚くお礼申し上げます。

小野町文化・体育振興基金
小野町自衛隊家族会様から寄付

「食」と「職」の祭典たむら愛郷祭

絵本「菌たろう」を幼児教育施設などに配置
名誉町民　小泉武夫先生からの寄贈

（左４人目から）吉成会長、渡邉副会長、大竹事
務局長

おのまち認定こども園への寄贈の様子
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